
TOPIC東北地方の課題

少子化・若者流出を起因とした

東北地方全体の労働人口減少や、地域経済の縮小、活力の低下が大きな課題

０１

人口減少
０２

未婚者増加

０３

若者流出
宮城県の人口カーブは
団塊Ｊｒ．ゾーンを
ピークに減少トレンド

2020年の生涯未婚率

男性が25.7%

女性が16.4%

宮城県から
東京圏へ

出る若者

東北5県から

宮城県へ

来る若者

出所：国立社会保障･人口問題研究所、リクルートブライダル総研、総務省

女性が生涯産む子供の数が、
大きく低下している
その一方で・・・
夫婦の出生する子供の
数は、あまり変わらず

1972年 2021年

合計特殊出生率 2.14 1.30

※完結出生児数 2.20 1.90

未婚の男女の結婚意思割合
いずれ結婚するつもり

８割弱(18-34歳未満男女)

20代～40代男女で恋人
がいない理由の1位

出会いがない

宮城県には２０の大学等が
あり多くの若者が集う一方、
就職等で東京圏へ流出
ダム機能果たせず

東北5県 ➡ 宮城県 ➡ 東京圏

20代の人口移動数

１．３倍

(2,716人) (3,471人)

（注）

注．転入者の合計数から転出者合計数を差し引いた人数。
転入超過数（2022年度）。
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※結婚持続期間が 15～19年の初婚同士の夫婦の平均出生子供数



若者定着のサイクル確立

地域の魅力を発信し、宮城に来てもらう､見てもらう､住んでもらうPoint1

７７グループのブランドで、若者が安心して出会える場を提供Point2

出産・子育て出会い・結婚支援地域の魅力発信魅力的な仕事の創出
心から住みたいと
思えるまちづくり

✕

コンテンツ力

発信力

企画力

圧倒的な

で宮城の魅力を発信！

暮らしてみたい！

行ってみたい！

宮城ってワクワク！

すぐ結婚したい！

出会いが欲しい！

結婚相談

ﾏｯﾁﾝｸﾞｱﾌﾟﾘ

COMING
SOON ･･･

２０２４年度事業開始予定！

画像提供：マイナビ TOKYO GIRLS COLLECTION 2023 A/W

24



TOPIC

自律的
持続的

循環サイクル

労働人口
増加

地域活力
増進

地域経済
拡大

出生数
増加

最先端の技術・研究所がある

・日本中/世界中の研究者が集まる
・地元企業の技術力が高まり、
事業の幅が拡大する

・産･学･官･金の強いネットワークが
構築されている

・地域の課題をそのネットワークのみんな
で知恵を出し合い、解決に向けた行動を
起こすことができる

魅力的な街が増える

・市街地の大規模開発が行われる
・魅力的な公共施設が充実する
・豊かな行政サービスが提供
される

新たな雇用が
創出される

・新しい産業が生まれる
・ベンチャー企業が集まる

地域に多くの
人が訪れる

・観光施策が充実している
・インバウンド体制が充実している

地域に強い絆が
生まれている

若者が多い

・他地域へ転出しない
・転出しても戻ってくる

(Uターン)
・転入が多い（I･Jターン）

・出会いの機会がある
・仕事があり将来の不安が少ない
・子育てしやすい(仕事との両立)

未婚・晩婚が
少ない

・地域に上場企業がある
・大手企業が多く進出している

魅力的な企業が多い

自律的・持続的
な地域社会の
未来像

画像提供：ＮＴＴ都市開発株式会社、仙台市、東京証券取引所、仙台市、東北大学、一般財団法人光科学イノベーションセンター

25



七十七グループ一体で地方創生を支援しています。
お気軽にお問い合わせください。

当行の地方創生への取組みについて

ホームページでご紹介しています。

本件に関するお問い合わせ先

株式会社七十七銀行

地域開発部 地方創生推進デスク

📞 ０２２ー２６７－１１１１（大代表）
📞 ０２２－２１１－９８０４（直通）

信用保証業務

📞 022‐393-9107
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